
冷凍システム最大の敵。蒸発器への着霜を抑制します。

●低温度差 TD 値 2℃～ 6℃以内による着霜抑制

●蒸発温度と製品との温度差低減による昇華 (冷凍焼け）の抑制

●デフロスト回数低減による省エネルギー効果

●デフロスト回数低減による庫内温度の安定化
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冷凍システムにおける物理的問題点として蒸発器への着霜があります。一般的にはこの問題は避けられない事

として短いサイクルでのデフロスト（ヒーター、ホットガス等による霜取り）工程を必然的に行っていました。

庫内の湿度をもった空気は蒸発器の表面にぶつかり冷却されます。この時、蒸発器の表面温度と空気の温度差

TD が大きければ大きいほど蒸発器表面への着霜が誘発され , さらに TD は大きくなります。従来の設計法では、

運転状態で TD 値が 10℃～ 15℃以上の運転が一般的で頻繁にデフロスト運転を行っているのが現状です。emRS

の設計法では、非常に低い圧力差で分流精度を高める技術を応用することで、設計時のユニットクーラ TD 値を

2℃～ 6℃以内に常に維持することが可能であり、このことにより蒸発器への着霜を驚異的に抑制します。

物理的事象を物理的手法で解決する。

着霜抑制テクノロジー。

TD＝2℃の運用を可能にした emRS は類のない高い技術の証明です。実際には TD=5 ～ 6℃

の運用が品質管理・設備・運用コストともにもっともバランスのよい温度差といえます。

もちろん、この温度差で安定運用できるのもηmax Refrigeration System だけです。

Cryogenic Freezing の世界。R22、R404a で超々低温 -70℃を実用化。

●細胞内凍結で冷凍食材の品質を向上する

●一般冷凍システムで超々低温 (-70℃) を実現

●室温 -60℃で期間 COP＝1 を達成

●従来の冷凍システムより 1～２ランク下の冷凍機

　で同等以上の冷凍能力を引き出す。

従来型（-38℃）

emRS（イータマックス）　

（-70℃）

■品温センター推移グラフ(マグロ：厚さ60mm)

■筋細胞の凍結像(マグロ：厚さ60mm)

emRS-Thermodynamic Freezer（-70℃） 従来型ショックフリーザー（-38℃）

※温度測定、資料提供:北海道立食品加工研究センター
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超々低温による食品の高品質化。

細胞を壊さない理由がここにあります。

凍結品の品質は、細胞内の水分が氷結する温度帯（最大氷結晶生成温度帯 -1℃～ -5℃）の通過速度

によって左右されることは今や常識とされています。適正な風速と庫内温度が低ければ低いほど（大

きな温度勾配）この通過時間が早く、氷結晶が細胞内で細かく氷結するため細胞を壊すことなく凍結

できます。しかしこれまでは、超々低温 (-60℃以下 ) の庫内温度を安定的に保つには、窒素凍結や二

元冷凍方式など特殊な冷凍システムを使用しなければなりませんでした。イータマックス冷凍システ

ムでは、小さい温度差運転を実現したことで、この温度帯を一般的な二段圧縮式冷凍機で稼動するこ

とを可能にしました。


